
外ヶ浜町蟹田スキー場の現状と
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２ 競技団体の意向
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４ 令和５年度の運営について

 外ヶ浜町蟹田スキー場は、施設の老朽化や管理運営の担い手である外ヶ浜スキークラブの会員数の減少
などにより、令和５年度以降の運営について検討しております。
 町では、蟹田スキー場の施設の現状と利用実態を踏まえ、今後の在り方を検討した結果、令和６年３月
をもって蟹田スキー場を廃止することとし、蟹田スキー場の設置等について定めた外ヶ浜町スキー場設置
及び管理に関する条例および外ヶ浜町スキー場管理運営規則を廃止することを予定しています。
 本資料は、廃止を検討するに至った経緯や、今後の運営について説明するものです。



１ 蟹田スキー場を取り巻く状況

ア 施設の老朽化

 外ヶ浜町蟹田スキー場
は、１９８１年（昭和５
６年）にオープンし、以
来多くの町民の皆さんに
利用されてきましたが、
オープンから４０年以上
経過し、施設の老朽化が
進んでいます。
 令和２年度には照明機
器が故障し、ナイター営
業を取りやめました。

外壁や床のひび割れや
リフトのモーター部の
腐食などが進み、
今後は大規模な改修が
必要となる。



１ 蟹田スキー場を取り巻く状況

イ 運営費用について

 オープン以来、改修や
修繕をしながら営業を続
けてまいりましたが、近
年は、照明やリフトなど
の施設の安全性に直結す
る設備の故障が相次ぎ、
運営費のなかに占める修
繕料の割合は増加傾向に
あります。

ナイター営業の中止や、電気料金の見直し
などで、経費の圧縮を図るも、修繕料など
により年間２００万円前後運営費がかかる。
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１ 蟹田スキー場を取り巻く状況

ウ スキー場利用実績
 全国のスキー・スノー
ボード人口は、長野五輪
時の１８００万人をピー
クに減少し、現在では４
分の１程度の４３０万人
となっています。
 蟹田スキー場利用者数
は、少雪やコロナの影響
で上下しましたが、運営
費を補填できるような収
入は見込めない状況です。 0
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（円）

  Ｈ29 Ｈ30 R1 R2 R3 R4
リフト有料利用

人数 352 581 47 399 88 225

通常営業日数 35 31 3 28 5 16
スキー場入場者数
（学校等含む） 1,196 1,031 317 975 382 735
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１ 蟹田スキー場を取り巻く状況

エ スキー学習計画日数
 小学校のスキー学習で
のスキー場利用数は、児
童数の減少などの影響で、
年々減少し、平成２９年
には、児童一人当たり２
回程度実施していました
が、直近では年１回の利
用となりました。
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２ 競技団体の意向

 施設管理の担い手不足について
 スキー場の運営は、オープン以来「外ヶ浜スキークラブ」に委託してきました。
会員減少や高年齢化の影響で「スキーパトロール」や「圧雪作業」などの管理業
務を行う人員が確保できなくなり、令和５年度以降の管理業務の受託が不可能に
なりました。
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３ 小学校の意向

ア 近隣小学校のスキー学習の取組状況
 学習指導要領のなかに「自然との関わりの深い雪遊び、
氷上遊び、スキー、スケート、水辺活動などの指導につい
ては、学校や地域の実態に応じて積極的に行うこと」とあ
り、近隣の小学校では以下の学習を行っています。

学校名 学習内容 場所等 施設利用回数 

蓬田小 スキー １・２年校庭・３～６年校庭とモヤヒルズ １回 
今別小 スケート 全学年盛運輸アリーナ １回 
北小 スキー １・２年校庭・３～６年校庭とモヤヒルズ １回 
油川小 スキー １～３年校庭・４～６年校庭とモヤヒルズ １回 

薄市小 歩くスキー 全学年校庭・体育の授業で数回 ０回 

武田小 歩くスキー ３～６年校庭・体育の授業で数回 ０回 

中里小 
歩くスキー 

スキー 
１・２年は雪遊び・３・４年は歩くスキー・５・６年
はスキー 町営スキー場 

２回 

小泊小 実施せず  ０回

■近隣小学校学習状況 令和５年１月時点 外ヶ浜町教育委員会が聞き取り調査 学校の環境に
合わせて

スキー・スケート
歩くスキー
などを実施



３ 小学校の意向

イ 町内小学校の代替学習案と関連予算
 蟹田小学校と三厩小学校に、廃止協議を進めるにあたっての同
意書と意見書の回答を依頼したところ、両校とも廃止協議を進め
ることに対し「同意する」旨の回答と、スキー場が廃止になった
場合の代替学習に関連する費用についての事業費の補助の要望が
ありました。
○代替学習に関連する費用の主なもの
 ・施設利用料
 ・用具のレンタル代
 ・スクールバス送迎 など

※代替学習はスキー・スケートなど各学校の考えで行うものとし、保護者の
皆様には現在以上の費用負担は求めない予定です。



４ 令和５年度の運営（案）について

 令和５年度につきましては、外ヶ浜スキークラブが管理運営
をできないことから、

①通常営業を休止
②町内小学校のスキー教室のみの運営
としたい。
 スキー教室時の管理運営は、外ヶ浜町教育委員会（ゲレンデ
整備・運営）と各学校の教職員（児童の安全管理）が行う。


